
この度、掲題セミナーを開催させていただく運びとなりましたので、ご案内申し上げます。 

 市場では既存業務コストの改善から、変化への対応や新たな価値創出というイノベーション領域へICT検討が拡大

し、スマートデバイス活用への期待が高まっています。  

 それに伴い、スマートデバイスを様々な現場で活用する企業が増え、今まで以上に現場での情報利活用や迅速な 

判断の支援、よりセキュアな環境が求められています。 

 本セミナーでは、スマートデバイスとソフトウェアの技術を活用し現場業務を改革した実践事例や、スマートデバイスに

よる現場のワークスタイル変革のポイントや効果を、デモンストレーションを交えて具体的にご紹介します。 

 また、当日はタブレットをご用意しますので、現場業務におけるARの技術やスマートデバイスでの帳票活用を実際に 

ご体感いただけます。 

ご多忙中とは存じますが、ぜひともご参加賜りますよう、よろしくお願い申し上げます。 

 ※7月17日（木）に開催したセミナーと同一内容です。 

 

                                          

このような方に最適なセミナーです 

スマートデバイスによる現場での 
スピーディーな情報利活用を実現！ 
～ARやスマートデバイスでの帳票活用による現場業務の改革～ 

参加無料!  事前登録制 

ごあいさつ 

■スマートデバイスを現場業務に活用して、ワークスタイルを変革したい方
■現場の作業品質向上とスキルの平準化のために、ARの技術を活用したい方
■よりセキュアな環境でスマートデバイスを有効活用したい方
■紙帳票や電子帳票のイメージをそのままに、スマートデバイスで活用したい方

 

■日時 : 2014年8月27日（水）14:30～16:40（受付 14:10～）
2014年9月12日（金）14:30～16:40（受付 14:10～） 
※同じ内容ですので、ご都合の良い日程にご参加ください。 

富士通トラステッド・クラウド・スクエア 
東京都港区浜松町2-4-1 世界貿易センタービル  30階(受付) 

開催概要 

■会場 : 

【交通アクセス】 
●JR/モノレール「浜松町駅」より2階コンコースで直結
東京駅から6分
羽田空港から22分

●都営地下鉄浅草線・大江戸線「大門駅」より地下1階で直結(B3出口)
浅草から15分
新宿から15分

■定員 : 定員30名
※定員になり次第締め切らせていただきます。 



14：30～14：35 ご挨拶 

カリキュラム 

16：20～16：40 質疑応答、個別相談会 

お申込み方法 

お問い合わせ 

お申込みはこちらから！（定員：先着30名） 
https://seminar.jp.fujitsu.com/public/seminar/view/2520 

お問い合わせ先 ： 富士通株式会社  統合商品戦略本部 ミドルウェアプロモーション部  

〒144-8588 東京都大田区新蒲田1-17-25 富士通ソリューションスクエア  
Ｅ－ｍａｉｌ： contact-mwsemi@cs.jp.fujitsu.com  

※事情により、カリキュラムの詳細は変更になる場合がございます。予めご了承ください。 

15：00～15：30 

スマートデバイスとAR技術を活用し、現場業務の効率化とコスト削減を実現する情報活用ソフトウェア
について、事例やデモンストレーションを交えながらご紹介します。 

AR : Augmented Reality （拡張現実） 
人間の感覚（五感）で得られる情報に、ICTによりデジタル情報を重ね合わせて人間の感覚を拡張・強化する技術 

ARの技術により現場業務を改革 

15：40～16：00 

現在、紙や電子化して運用している帳票を、スマートデバイス上でそのままのイメージでお使いいただく
ことが可能な「Smart帳票」について、適用シーンやデモンストレーションを交えながらご紹介します。 

スマートデバイスで帳票を活用 

16：00～16：20 

スマートデバイスを活用した業務システムを支える、オープンでセキュアなスマートデバイス向け 
アプリケーション実行基盤によるモバイルアプリケーションの運用を、適用シーンを交えながらご紹介しま
す。 

現場業務に最適なモバイルアプリケーションとは 

14：35～15：00 

市場の変化によるスマートデバイス活用の現状と、富士通のスマートデバイス活用に対する取組みに

ついてご紹介します。 

広がるスマートデバイスの活用と富士通の取組み 
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